
令和4年4月11日（月曜日）東 京 都 公 報（第17554号） ２６
◉
東
京
都
告
示
第
六
百
二
十
三
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
四
年
東
京
都
告
示
第
三
号
に
よ
り
指

定
し
た
区
域
の
全
部
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

告
示
す
る
。

令
和
四
年
四
月
十
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

指
定
を
解
除
す
る
区
域

別
図
の
と
お
り
（
大
田
区
大
森
北
一

丁
目
地
内
）

二

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十

九
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
基
準

に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
特
定
有
害
物
質
の
種
類

水
銀
及
び
そ

ひ

の
化
合
物
、
鉛
及
び
そ
の
化
合
物
並
び
に
砒
素
及
び
そ
の
化
合
物

三

規
則
第
三
十
一
条
第
二
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
特

定
有
害
物
質
の
種
類

鉛
及
び
そ
の
化
合
物

四

講
じ
ら
れ
た
汚
染
の
除
去
等
の
措
置

土
壌
汚
染
の
除
去



（第17554号）東 京 都 公 報令和4年4月11日（月曜日）２７
◉
東
京
都
告
示
第
六
百
二
十
四
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十

八
条
の
七
に
規
定
す
る
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
の
変
更
認
定
を
し
た
の
で
、

法
第
十
八
条
の
七
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
八
条
の
五
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
変
更
認
定
を
受
け
た
鳥
獣
捕
獲
等
事

業
者
（
以
下
「
変
更
認
定
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
者
」
と
い
う
。
）
に
つ

い
て
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
四
月
十
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

変
更
認
定
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
者
の
名
称

株
式
会
社
地
域
環
境
計
画

二

変
更
認
定
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
者
の
住
所

世
田
谷
区
桜
新
町
二
丁
目
二
十
二
番
三
号

Ｎ
Ｄ
Ｓ
ビ
ル

三

変
更
認
定
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
者
の
代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

髙
塚

敏

◉
東
京
都
告
示
第
六
百
二
十
五
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十

八
条
の
八
に
規
定
す
る
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
の
認
定
の
有
効
期
間
の
更

新
を
し
た
の
で
、
法
第
十
八
条
の
八
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
十
八
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
認
定
の
有
効
期
間

の
更
新
を
受
け
た
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
者
（
以
下
「
更
新
認
定
鳥
獣
捕

獲
等
事
業
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
四
月
十
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

更
新
認
定
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
者
の
名
称

株
式
会
社
地
域
環
境
計
画

二

更
新
認
定
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
者
の
住
所

世
田
谷
区
桜
新
町
二
丁
目
二
十
二
番
三
号

Ｎ
Ｄ
Ｓ
ビ
ル

三

更
新
認
定
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
者
の
代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

髙
塚

敏

◉
東
京
都
告
示
第
六
百
二
十
六
号

非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例

施
行
規
則
（
平
成
二
十
七
年
東
京
都
規
則
第
八
号
）
第
七
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
令
和
四
年
度
に
お
け
る
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の

額
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
四
月
十
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子



令和4年4月11日（月曜日）東 京 都 公 報（第17554号） ２８
◉
東
京
都
告
示
第
六
百
二
十
七
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
事
業
の
廃
止

の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
十
八
条
第
二
号
及
び
介
護
保
険

法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
第
百
三
十
一

条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
四
月
十
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子



（第17554号）東 京 都 公 報令和4年4月11日（月曜日）２９



令和4年4月11日（月曜日）東 京 都 公 報（第17554号） ３０

◉
東
京
都
告
示
第
六
百
二
十
八
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め

の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
三
十
六
条
第
一
項
及
び
第
五
十
一
条
の
十
九
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
令
和
四
年
二
月
一
日
付
け
で
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
及
び
指
定
一
般
相
談
支
援
事
業
者
を
指
定
し
た
の
で
、
法
第

五
十
一
条
及
び
第
五
十
一
条
の
三
十
第
一
項
並
び
に
指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
障
害
者
支
援
施
設
及
び
指
定
一
般
相
談
支

援
事
業
者
の
指
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
東
京
都
規
則
第

七
十
二
号
）
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
四
月
十
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子



（第17554号）東 京 都 公 報令和4年4月11日（月曜日）３１



令和4年4月11日（月曜日）東 京 都 公 報（第17554号） ３２

◉
東
京
都
告
示
第
六
百
二
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
都
道
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
四
年
四
月
十
一
日
か
ら
起
算
し
て
二
週

間
東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
四
月
十
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

路
線
名

大
久
野
青
梅

二

変
更
の
区
間

青
梅
市
梅
郷
一
丁
目
二
千
六
十
五
番
地
内
か
ら

同
所
二
千
六
十
四
番
地
内
ま
で

三

変
更
の
概
要

別
図
表
示
の
と
お
り



（第17554号）東 京 都 公 報令和4年4月11日（月曜日）３３



令和4年4月11日（月曜日）東 京 都 公 報（第17554号） ３４
◉
東
京
都
告
示
第
六
百
三
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
都
道
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
四
年
四
月
十
一
日
か
ら
起
算
し
て
二
週

間
東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
四
月
十
一
日東京

都
知
事

小

池

百
合
子

一

路
線
名

八
王
子
町
田

二

変
更
の
区
間

町
田
市
旭
町
三
丁
目
千
六
百
九
番
三
地
先
か
ら

同
所
七
百
六
十
番
地
先
ま
で

三

変
更
の
概
要

別
図
表
示
の
と
お
り



（第17554号）東 京 都 公 報令和4年4月11日（月曜日）３５
◉
東
京
都
告
示
第
六
百
三
十
一
号

河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
五
十
四
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
河
川
保
全
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

な
お
、
関
係
図
書
は
、
令
和
四
年
四
月
十
一
日
か
ら
起
算
し
て
二

週
間
東
京
都
建
設
局
河
川
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
四
月
十
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

河
川
の
名
称

荒
川
水
系
一
級
河
川
隅
田
川

二

指
定
す
る
区
域
（
別
図
の
と
お
り
）

荒
川
区
西
尾
久
三
丁
目
千
三
百
六
番
一
地
内

同

所
同

番
一
地
先

同

所
同

番
三
地
内

同

所
同

番
五
地
内

同

所
同

番
十
地
内

同

所
二
千
七
百
七
十
二
番
三

同

所
同

番
四

同

所
二
千
七
百
七
十
六
番

同

所
二
千
七
百
七
十
七
番
一
地
内

同

所
同

番
二

同

区
東
尾
久
八
丁
目
二
千
七
百
七
十
二
番
一

同

所
同

番
二

同

所
同

番
三

同

所
同

番
四
地
内

同

所
二
千
七
百
七
十
七
番
四
地
内



令和4年4月11日（月曜日）東 京 都 公 報（第17554号） ３６



（第17554号）東 京 都 公 報令和4年4月11日（月曜日）３７
◉
東
京
都
告
示
第
六
百
三
十
二
号

非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例

施
行
規
則
（
平
成
二
十
七
年
東
京
都
規
則
第
八
号
）
第
七
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
令
和
四
年
度
に
お
け
る
非
常
勤
職
員
の
第
一
種
報
酬
の

額
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
四
月
十
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
四
年
四
月
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示
（
選
）

◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
二
十
五
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の

収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

令
和
四
年
四
月
十
一
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会



令和4年4月11日（月曜日）東 京 都 公 報（第17554号） ３８



（第17554号）東 京 都 公 報令和4年4月11日（月曜日）３９
◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
二
十
六
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の

収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

令
和
四
年
四
月
十
一
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会



令和4年4月11日（月曜日）東 京 都 公 報（第17554号） ４０



（第17554号）東 京 都 公 報令和4年4月11日（月曜日）４１

公

告

建
設
業
の
許
可
の
取
消
処
分
の
公
告
に
つ
い
て

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
九
条
の
五
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
四
年
四
月
十
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

処
分
し
た
年
月
日

令
和
四
年
三
月
二
十
八
日

二

被
処
分
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
、
代

表
者
の
氏
名
及
び
許
可
番
号

株
式
会
社
原
田
建
材
店

板
橋
区
新
河
岸
三
丁
目
八
番
十
四
号

原
田

英
時

東
京
都
知
事
許
可
（
般－

三
十
）
第
一
〇
九
三
八
一
号

三

処
分
の
内
容

建
設
業
法
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し

四

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実

営
業
所
の
所
在
地
又
は
建
設
業
者
の
所
在
が
確
知
で
き
な
い
事

実
を
公
告
し
、
そ
の
公
告
の
日
か
ら
三
十
日
を
経
過
し
て
も
被
処

分
者
か
ら
申
出
が
な
か
っ
た
こ
と
が
、
建
設
業
法
第
二
十
九
条
の

二
第
一
項
に
該
当
す
る
。

建
設
業
の
営
業
の
停
止
命
令
の
公
告
に
つ
い
て

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
し
た
の
で
、
法

第
二
十
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
す

る
。

令
和
四
年
四
月
十
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

処
分
を
し
た
年
月
日

令
和
四
年
三
月
二
十
八
日

二

被
処
分
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
、
代

表
者
の
氏
名
及
び
許
可
番
号

株
式
会
社
エ
ス
ホ
ー
ム

千
葉
県
八
千
代
市
米
本
千
五
百
四
十
五－

十
九

嶋
田

実

千
葉
県
知
事
許
可
（
般－

三
十
）
第
五
二
九
七
四
号

三

処
分
の
内
容

法
第
二
十
八
条
第
三
項
に
基
づ
く
営
業
の
停
止
命
令

㈠

停
止
を
命
ず
る
営
業
の
範
囲

東
京
都
の
区
域
内
に
お
け
る
建
設
業
の
営
業
の
全
部
（
処
分

を
受
け
る
前
に
締
結
さ
れ
た
請
負
契
約
に
基
づ
く
建
設
工
事
の

か

し

施
工
、
施
工
の
瑕
疵
に
基
づ
く
修
繕
工
事
の
施
工
等
を
除

く
。
）

㈡

期
間

令
和
四
年
四
月
十
二
日
か
ら
同
月
十
四
日
ま
で
の
三
日
間

四

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実

株
式
会
社
エ
ス
ホ
ー
ム
は
、
平
成
三
十
年
七
月
、
東
京
都
江
戸

川
区
内
の
内
装
工
事
に
お
い
て
、
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
違

反
し
て
、
建
設
業
の
許
可
を
受
け
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

建
設
業
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二
百
七
十
三
号
。
）

第
一
条
の
二
に
定
め
る
金
額
以
上
と
な
る
請
負
契
約
を
締
結
し
た
。

こ
の
こ
と
が
、
法
第
二
十
八
条
第
二
項
第
二
号
及
び
同
条
第
三

項
に
該
当
す
る
。

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
し
た
次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
は
、

完
了
し
た
。

令
和
四
年
四
月
十
一
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

名

取

伸

明

開
発
区
域
又
は
工
区
に

含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

許
可
を
受
け
た
者
の

住
所
及
び
氏
名

立
川
市
砂
川
町
七
丁
目
一
番
二
十

及
び
六
番
二
か
ら
同
番
四
ま
で

大
阪
府
大
阪
市
北
区
大
淀
中
一

丁
目
一
番
八
十
八
号

積
水
ハ
ウ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

仲
井

嘉
浩

東
大
和
市
芋
窪
四
丁
目
千
四
百
二

十
一
番
、
千
四
百
二
十
二
番
及
び

千
四
百
二
十
三
番
十
二

練
馬
区
石
神
井
町
二
丁
目
二
十

六
番
十
一
号

一
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

堀
口

忠
美

あ
き
る
野
市
引
田
字
楓
ヶ
原
四
百

七
十
二
番
一
の
一
部

武
蔵
野
市
境
二
丁
目
二
番
二
号

株
式
会
社
飯
田
産
業

代
表
取
締
役

築
地

重
彦

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
し
た
次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
は
、

完
了
し
た
。

令
和
四
年
四
月
十
一
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

名

取

伸

明



令和4年4月11日（月曜日）東 京 都 公 報（第17554号） ４２

開
発
区
域
又
は
工
区
に

含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

許
可
を
受
け
た
者
の

住
所
及
び
氏
名

立
川
市
柏
町
二
丁
目
二
十
五
番
一

か
ら
同
番
五
ま
で
及
び
二
十
八
番

二

立
川
市
泉
町
九
百
三
十
五
番
地

の
二
十
八

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社

支
配
人

稲
村

敏
伸

立
川
市
柏
町
二
丁
目
二
十
六
番

地
の
一

豊
泉
冨
久
子

日
野
市
栄
町
四
丁
目
二
十
四
番
四
、

同
番
四
地
先
、
同
番
五
、
同
番
三

十
、
二
十
七
番
一
の
一
部
及
び
同

番
二

立
川
市
高
松
町
三
丁
目
二
十
九

番
十
七
号

ラ
ン
ド
ア
ー
ト
有
限
会
社

代
表
取
締
役

根
本

通
夫

青
梅
市
森
下
町
五
百
二
十
二
番

西
東
京
市
東
伏
見
三
丁
目
六
番

十
九
号

タ
ク
ト
ホ
ー
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
寺

一
裕

青
梅
市
野
上
町
一
丁
目
百
二
十
五

番
一

新
宿
区
高
田
馬
場
三
丁
目
四
十

六
番
二
十
五
号

ア
イ
デ
ィ
ホ
ー
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役

久
林

欣
也

青
梅
市
新
町
五
丁
目
四
十
四
番
五

及
び
同
番
十
一
か
ら
同
番
十
四
ま

で

福
生
市
加
美
平
二
丁
目
十
四
番

一
号

株
式
会
社
山
一
建
設

代
表
取
締
役

山
野
井

優

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
し
た
次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
は
、

完
了
し
た
。

令
和
四
年
四
月
十
一
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

名

取

伸

明

開
発
区
域
又
は
工
区
に

含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

許
可
を
受
け
た
者
の

住
所
及
び
氏
名

西
東
京
市
栄
町
一
丁
目
五
百
五
十

八
番
、
五
百
五
十
九
番
一
及
び
五

百
六
十
番
一

小
平
市
鈴
木
町
一
丁
目
四
百
七

十
二
番
地
四
十

誠
賀
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

加
賀
美

誠

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
し
た
次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
は
、

完
了
し
た
。

令
和
四
年
四
月
十
一
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

名

取

伸

明

開
発
区
域
又
は
工
区
に

含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

許
可
を
受
け
た
者
の

住
所
及
び
氏
名

小
平
市
御
幸
町
三
百
五
十
番
六
の

一
部

中
央
区
日
本
橋
室
町
三
丁
目
二

番
一
号

三
井
不
動
産
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル

株
式
会
社

代
表
取
締
役

嘉
村

徹

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
し
た
次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
は
、

完
了
し
た
。

令
和
四
年
四
月
十
一
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

名

取

伸

明

開
発
区
域
又
は
工
区
に

含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

許
可
を
受
け
た
者
の

住
所
及
び
氏
名

小
金
井
市
中
町
一
丁
目
二
番
二
、

三
百
六
十
六
番
四
か
ら
同
番
八
ま

で
、
同
番
十
一
及
び
同
番
十
三

西
東
京
市
芝
久
保
町
四
丁
目
二

十
六
番
三
号

株
式
会
社
東
栄
住
宅

代
表
取
締
役

佐
藤

千
尋

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
し
た
次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
は
、

完
了
し
た
。

令
和
四
年
四
月
十
一
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

名

取

伸

明

開
発
区
域
又
は
工
区
に

含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

許
可
を
受
け
た
者
の

住
所
及
び
氏
名

西
東
京
市
住
吉
町
五
丁
目
五
百
八

十
六
番
一
、
同
番
二
及
び
五
百
八

十
七
番
一
の
一
部
（
第
二
工
区
）

西
東
京
市
東
伏
見
三
丁
目
六
番

十
九
号

タ
ク
ト
ホ
ー
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
寺

一
裕

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
し
た
次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
は
、

完
了
し
た
。

令
和
四
年
四
月
十
一
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

名

取

伸

明

開
発
区
域
又
は
工
区
に

含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

許
可
を
受
け
た
者
の

住
所
及
び
氏
名

東
久
留
米
市
柳
窪
四
丁
目
三
百
五

東
久
留
米
市
柳
窪
五
丁
目
三
番
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十
二
番
一
及
び
同
番
四

一
号

村
野

成
美

東
久
留
米
市
南
町
四
丁
目
千
五
十

番
十
七

西
東
京
市
東
伏
見
三
丁
目
八
番

十
三
号

テ
ィ
ー
ア
ラ
ウ
ン
ド
株
式
会
社

代
表
取
締
役

大
橋

博
範

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
し
た
次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
は
、

完
了
し
た
。

令
和
四
年
四
月
十
一
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

名

取

伸

明

開
発
区
域
又
は
工
区
に

含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

許
可
を
受
け
た
者
の

住
所
及
び
氏
名

多
摩
市
大
字
百
草
字
十
九
号
千
百

五
十
一
番
一
及
び
同
番
二
の
各
一

部
、
同
番
二
地
先
、
千
百
五
十
二

番
一
並
び
に
同
番
一
地
先

日
野
市
百
草
三
百
九
十
七
番
地

大
木

勝
則

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
し
た
次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
は
、

完
了
し
た
。

令
和
四
年
四
月
十
一
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

名

取

伸

明

開
発
区
域
又
は
工
区
に

含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

許
可
を
受
け
た
者
の

住
所
及
び
氏
名

小
平
市
鈴
木
町
一
丁
目
二
百
四
十

小
平
市
鈴
木
町
一
丁
目
二
百
四

四
番
一
、
二
百
四
十
六
番
八
及
び

同
番
九
の
各
一
部
、
同
番
十
一
並

び
に
二
百
四
十
七
番
一
の
一
部

十
七
番
地
の
一

深
谷

幸
雄

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
に
基
づ
く
工
事
完
了
の

届
出
に
つ
い
て

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
（
昭
和
五
十
五
年
東
京
都
条
例
第
九

十
六
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
東
京
都
市
計
画
道
路
放
射
第
五
号
線
（
杉
並
区
久
我
山

二
丁
目
〜
久
我
山
三
丁
目
間
）
建
設
事
業
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り

工
事
完
了
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
条
例
第
六
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

令
和
四
年
四
月
十
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

事
業
者
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在

地
東
京
都

東
京
都
知
事

小
池

百
合
子

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

二

対
象
事
業
の
名
称

東
京
都
市
計
画
道
路
放
射
第
五
号
線
（
杉
並
区
久
我
山
二
丁
目

〜
久
我
山
三
丁
目
間
）
建
設
事
業

三

工
事
着
手
の
年
月
日

平
成
二
十
一
年
三
月
九
日

四

工
事
完
了
の
年
月
日

令
和
四
年
三
月
三
日

五

届
出
日

令
和
四
年
三
月
十
六
日

第
十
三
次
東
京
都
鳥
獣
保
護
管
理
事
業
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
第
十
三
次
東
京
都
鳥
獣
保
護
管
理
事
業
計
画
を
策
定
し
た
の
で
、

同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
計
画
を
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ

り
公
表
す
る
。

令
和
四
年
四
月
十
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

東
京
都
環
境
局
自
然
環
境
部
計
画
課
、
東
京
都
多
摩
環
境
事
務

所
自
然
環
境
課
、
東
京
都
大
島
支
庁
産
業
課
、
東
京
都
三
宅
支
庁

産
業
課
、
東
京
都
八
丈
支
庁
産
業
課
及
び
東
京
都
小
笠
原
支
庁
産

業
課
で
の
閲
覧

二

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

第
二
種
特
定
鳥
獣
管
理
計
画
（
第
六
期
東
京
都
第
二

種
シ
カ
管
理
計
画
）
の
策
定
に
つ
い
て

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
七

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
第
二
種
特
定
鳥
獣
管
理
計
画

（
第
六
期
東
京
都
第
二
種
シ
カ
管
理
計
画
）
を
策
定
し
た
の
で
、
同

条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、

当
該
計
画
を
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
公
表
す
る
。

令
和
四
年
四
月
十
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

東
京
都
環
境
局
自
然
環
境
部
計
画
課
及
び
東
京
都
多
摩
環
境
事

務
所
自
然
環
境
課
で
の
閲
覧
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
の
指
定
に
伴
う
縦
覧
に

つ
い
て

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二

十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
保
護
地
区
を
指
定
す
る
予
定
で

あ
る
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
八
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
四
月
十
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

特
別
保
護
地
区
の
名
称

高
尾
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区

二

特
別
保
護
地
区
の
区
域

八
王
子
市
高
尾
町
所
在
東
日
本
旅
客
鉄
道
高
尾
駅
以
西
に
お
い

て
、
国
道
二
十
号
線
と
旧
甲
州
街
道
と
の
間
に
所
在
す
る
国
有
林

の
地
域
及
び
こ
の
地
域
内
に
介
在
す
る
社
寺
有
地
並
び
に
同
国
有

林
に
接
続
す
る
八
王
子
市
市
有
林
の
区
域

三

特
別
保
護
地
区
の
存
続
期
間

令
和
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま

で
四

特
別
保
護
地
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針
の
案

㈠

特
別
保
護
地
区
の
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

㈡

特
別
保
護
地
区
の
指
定
目
的

高
尾
鳥
獣
保
護
区
は
、
八
王
子
市
に
含
ま
れ
る
標
高
五
百
九

十
九
メ
ー
ト
ル
の
高
尾
山
を
中
心
と
し
た
地
域
で
あ
り
、
西
端

部
は
神
奈
川
県
に
接
し
て
い
る
。
地
域
一
帯
の
植
生
は
、
モ
ミ

・
ア
マ
カ
ツ
・
ア
ラ
カ
シ
等
を
主
と
す
る
針
広
混
交
の
天
然
林

と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
鳥
獣
の
生
息
に
つ
い
て
は
、
文
化
財
保
護
法
（
昭
和

二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
百
九
条
第
一
項
に
規
定
す

る
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ヤ
マ
ネ
の
ほ
か
、
東
京
都

レ
ッ
ド
リ
ス
ト
（
本
土
部
）
に
お
い
て
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ａ
類
に
分

類
さ
れ
る
サ
ン
シ
ョ
ウ
ク
イ
、
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
に
分
類
さ
れ
る

ニ
ホ
ン
モ
モ
ン
ガ
、
オ
オ
タ
カ
及
び
ハ
ヤ
ブ
サ
、
準
絶
滅
危
惧

に
分
類
さ
れ
る
ム
サ
サ
ビ
を
は
じ
め
と
し
た
、
希
少
な
鳥
獣
の

生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
鳥
類：

十
四
目
四
十
科
百
種
、
獣

類：

七
目
十
五
科
三
十
三
種
）
。

そ
の
中
で
、
高
尾
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
は
、
暖
温
帯

系
の
照
葉
樹
林
、
冷
温
帯
系
の
落
葉
広
葉
樹
林
及
び
中
間
温
帯

林
の
分
布
境
界
に
あ
る
。
稜
線
上
に
モ
ミ
林
、
南
面
に
カ
シ
林
、

北
西
面
に
イ
ヌ
ブ
ナ
林
と
い
っ
た
暖
帯
と
温
帯
の
天
然
林
が
共

存
す
る
こ
と
で
、
林
相
の
変
化
に
富
ん
で
お
り
、
多
種
多
様
な

鳥
獣
の
良
好
な
生
息
地
と
し
て
特
に
重
要
な
区
域
と
な
っ
て
い

る
。こ

の
た
め
、
高
尾
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
は
、
高
尾
鳥

獣
保
護
区
の
中
で
も
、
特
に
鳥
獣
の
保
護
及
び
鳥
獣
の
生
息
地

の
保
護
を
積
極
的
に
図
る
必
要
が
あ
る
区
域
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
基
づ
く
特
別
保
護

地
区
と
し
て
指
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

㈢

特
別
保
護
地
区
の
保
護
管
理
方
針

ア

法
に
基
づ
く
規
制
に
よ
り
、
鳥
獣
の
生
息
に
必
要
な
自
然

環
境
を
保
全
す
る
。

イ

特
別
保
護
地
区
の
存
続
期
間
を
更
新
し
、
引
き
続
き
、
当

該
地
域
に
生
息
・
繁
殖
す
る
多
様
な
野
生
鳥
獣
の
保
護
を
図

る
。

ウ

入
山
者
に
よ
る
鳥
獣
や
そ
の
生
息
環
境
へ
の
影
響
を
最
小

限
に
す
る
た
め
、
東
京
都
の
職
員
や
鳥
獣
保
護
管
理
推
進
員

に
よ
る
巡
視
を
行
う
と
と
も
に
、
八
王
子
市
や
関
係
機
関
と

の
連
携
を
図
り
、
特
別
保
護
地
区
の
保
護
に
係
る
普
及
啓
発

活
動
に
取
り
組
む
。

エ

指
定
の
十
年
後
に
、
生
息
環
境
の
変
化
な
ど
を
把
握
す
る

た
め
調
査
を
実
施
す
る
。

五

縦
覧
場
所
等

㈠

期
間

令
和
四
年
四
月
十
一
日
か
ら
同
月
二
十
五
日
ま
で
。
た
だ
し
、

日
曜
日
及
び
土
曜
日
を
除
く
。

㈡

時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

㈢

場
所

ア

東
京
都
環
境
局
自
然
環
境
部
計
画
課

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

東
京
都
庁
第
二
本
庁

舎
十
九
階

イ

東
京
都
多
摩
環
境
事
務
所
自
然
環
境
課

立
川
市
錦
町
四
丁
目
六
番
三
号

立
川
合
同
庁
舎
三
階

都
市
計
画
道
路
事
業
の
施
行
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
六
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
四
年
四
月
十
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

別
表
の
と
お
り



（第17554号）東 京 都 公 報令和4年4月11日（月曜日）４５
二

施
行
者
の
名
称

東
京
都

三

事
務
所
の
所
在
地

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

四

事
業
地
の
所
在

別
表
の
と
お
り

別
表都

市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

事
業
地
の
所
在

事
業
認
可

の
告
示

所
管
事

務
所

立
川
都
市
計
画
道

路
事
業
三
・
三
・

三
十
号
立
川
東
大

和
線

東
京
都
立
川
市
羽
衣

町
一
丁
目
、
羽
衣
町

二
丁
目
、
曙
町
三
丁

目
、
高
松
町
一
丁
目
、

泉
町
、
栄
町
一
丁
目
、

栄
町
三
丁
目
、
栄
町

四
丁
目
及
び
栄
町
六

丁
目
並
び
に
国
立
市

西
一
丁
目
及
び
北
三

丁
目
地
内

令
和
四
年

三
月
十
八

日
関
東
地

方
整
備
局

告
示
第
百

十
号

北
多
摩

北
部
建

設
事
務

所

都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
六
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
四
年
四
月
十
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

別
表
の
と
お
り

二

施
行
者
の
名
称

東
京
都

三

事
務
所
の
所
在
地

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

四

事
業
地
の
所
在

別
表
の
と
お
り

別
表都

市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

事
業
地
の
所
在

事
業
認
可

の
告
示

所
管
事

務
所

平
成
十
八
年
関
東

地
方
整
備
局
告
示

江
戸
川
区
北
葛
西
三

丁
目
地
内

令
和
四
年

三
月
十
六

東
部
公

園
緑
地

第
百
二
十
六
号
東

京
都
市
計
画
公
園

事
業
第
六
・
五
・

十
二
号
宇
喜
田
公

園

日
関
東
地

方
整
備
局

告
示
第
九

十
八
号

事
務
所

平
成
元
年
建
設
省

告
示
第
六
百
六
十

五
号
東
京
都
市
計

画
公
園
事
業
第
五

・
六
・
二
十
号
祖

師
ヶ
谷
公
園

世
田
谷
区
上
祖
師
谷

三
丁
目
、
上
祖
師
谷

四
丁
目
及
び
成
城
九

丁
目
地
内

令
和
四
年

三
月
十
六

日
関
東
地

方
整
備
局

告
示
第
九

十
九
号

東
部
公

園
緑
地

事
務
所

昭
和
四
十
六
年
建

設
省
告
示
第
千
九

百
二
十
一
号
東
京

都
市
計
画
公
園
事

業
第
九
・
六
・
三

号
水
元
公
園
及
び

昭
和
六
十
二
年
建

設
省
告
示
第
九
百

五
十
七
号
東
京
都

市
計
画
公
園
事
業

第
九
・
六
・
三
号

水
元
公
園

葛
飾
区
水
元
公
園
、

東
金
町
五
丁
目
及
び

東
金
町
八
丁
目
並
び

に
埼
玉
県
三
郷
市
高

州
四
丁
目
地
内

令
和
四
年

三
月
十
六

日
関
東
地

方
整
備
局

告
示
第
百

号

東
部
公

園
緑
地

事
務
所

平
成
二
十
六
年
関

東
地
方
整
備
局
告

示
第
二
百
二
十
七

号
東
京
都
市
計
画

公
園
事
業
第
五
・

五
・
二
十
八
号
亀

戸
中
央
公
園

江
東
区
亀
戸
九
丁
目

地
内

令
和
四
年

三
月
十
六

日
関
東
地

方
整
備
局

告
示
第
百

一
号

東
部
公

園
緑
地

事
務
所

平
成
二
十
五
年
関

東
地
方
整
備
局
告

示
第
九
十
三
号
東

村
山
都
市
計
画
公

園
事
業
第
五
・
五

・
三
号
六
仙
公
園

東
久
留
米
市
中
央
町

三
丁
目
地
内

令
和
四
年

三
月
十
六

日
関
東
地

方
整
備
局

告
示
第
百

二
号

西
部
公

園
緑
地

事
務
所

平
成
二
十
七
年
関

東
地
方
整
備
局
告

江
戸
川
区
北
篠
崎
二

丁
目
、
上
篠
崎
一
丁

令
和
四
年

三
月
十
七

東
部
公

園
緑
地

示
第
三
百
四
号
東

京
都
市
計
画
公
園

事
業
第
九
・
六
・

一
号
篠
崎
公
園

目
、
西
篠
崎
一
丁
目

及
び
篠
崎
町
八
丁
目

地
内

日
関
東
地

方
整
備
局

告
示
第
百

四
号

事
務
所

平
成
八
年
建
設
省

告
示
第
三
百
九
十

三
号
東
京
都
市
計

画
公
園
事
業
第
六

・
五
・
十
五
号
上

板
橋
公
園

板
橋
区
桜
川
一
丁
目

及
び
小
茂
根
五
丁
目

並
び
に
練
馬
区
氷
川

台
一
丁
目
及
び
羽
沢

三
丁
目
地
内

令
和
四
年

三
月
十
七

日
関
東
地

方
整
備
局

告
示
第
百

五
号

東
部
公

園
緑
地

事
務
所

昭
和
三
十
五
年
建

設
省
告
示
第
七
百

九
十
六
号
東
京
都

市
計
画
緑
地
事
業

第
四
号
善
福
寺
川

緑
地

杉
並
区
荻
窪
一
丁
目
、

成
田
西
一
丁
目
、
成

田
西
三
丁
目
、
成
田

西
四
丁
目
、
成
田
東

二
丁
目
、
成
田
東
三

丁
目
及
び
成
田
東
四

丁
目
地
内

令
和
四
年

三
月
十
七

日
関
東
地

方
整
備
局

告
示
第
百

六
号

東
部
公

園
緑
地

事
務
所

昭
和
五
十
一
年
建

設
省
告
示
第
千
三

百
五
十
三
号
調
布

都
市
計
画
公
園
事

業
第
八
・
八
・
一

号
神
代
公
園

調
布
市
深
大
寺
元
町

五
丁
目
及
び
深
大
寺

北
町
二
丁
目
地
内

令
和
四
年

三
月
十
七

日
関
東
地

方
整
備
局

告
示
第
百

七
号

西
部
公

園
緑
地

事
務
所

昭
和
六
十
二
年
建

設
省
告
示
第
千
八

百
七
十
七
号
立
川

都
市
計
画
公
園
事

業
第
九
・
六
・
二

号
及
び
福
生
都
市

計
画
公
園
事
業
第

九
・
六
・
一
号
野

山
北
・
六
道
山
公

園

武
蔵
村
山
市
本
町
三

丁
目
、
五
丁
目
及
び

六
丁
目
、
三
ツ
木
三

丁
目
、
四
丁
目
及
び

五
丁
目
並
び
に
岸
二

丁
目
、
三
丁
目
、
四

丁
目
及
び
五
丁
目
並

び
に
西
多
摩
郡
瑞
穂

町
大
字
殿
ヶ
谷
字
宮

前
、
字
山
際
、
字
滝

田
谷
津
、
字
尾
引
山
、

字
尾
引
添
、
字
日
野

出
及
び
字
宮
野
入
、

大
字
石
畑
字
狭
山
谷
、

字
夕
日
台
、
字
峰
田

及
び
字
狭
山
嶺
、
大

令
和
四
年

三
月
十
七

日
関
東
地

方
整
備
局

告
示
第
百

八
号

西
部
公

園
緑
地

事
務
所
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字
箱
根
ヶ
崎
字
浅
間

谷
、
大
字
駒
形
富
士

山
字
富
士
山
及
び
字

富
士
山
通
り
並
び
に

大
字
高
根
字
高
根
下
、

字
山
下
、
字
打
越
、

字
池
ノ
上
、
字
北
狭

山
、
字
金
堀
沢
及
び

字
田
ノ
入
地
内

土
地
収
用
法
（
昭
和
２６年

法
律
第
２１９号

）
第
４５条

の
２
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
収
用
の
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
の
で
、

公
告
す
る
。

令
和
４
年
４
月
１１日

東
京
都
収
用
委
員
会

会
長

松
尾

弘

１
起
業
者
の
名
称

東
京
都
北
区

２
事
業
の
種
類

東
京
都
市
計
画
道
路
事
業
幹
線
街
路
補
助
線
街

路
第
１８１号

線

３
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
土
地
の
所
在
、

地
番
、
地
目
及
び
地
積
等

４
土
地
所
有
者
の
氏
名
及
び
住
所

�����������������

別
記
の
と
お
り

５
土
地
に
関
し
て
権
利
を
有
す
る
関
係
人
の
氏

名
、
住
所
及
び
そ
の
権
利
の
種
類

６
裁
決
手
続
開
始
決
定
年
月
日

令
和
４
年
３
月
１８日
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土
地
収
用
法
（
昭
和
２６年

法
律
第
２１９号

）
第
４５条

の
２
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
収
用
の
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
の
で
、

公
告
す
る
。

令
和
４
年
４
月
１１日

東
京
都
収
用
委
員
会

会
長

松
尾

弘

１
起
業
者
の
名
称

東
京
都
北
区

２
事
業
の
種
類

東
京
都
市
計
画
道
路
事
業
幹
線
街
路
補
助
線
街

路
第
１８１号

線

３
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
土
地
の
所
在
、

地
番
、
地
目
及
び
地
積
等

４
土
地
所
有
者
の
氏
名
及
び
住
所

�����������������

別
記
の
と
お
り

５
土
地
に
関
し
て
権
利
を
有
す
る
関
係
人
の
氏

名
、
住
所
及
び
そ
の
権
利
の
種
類

６
裁
決
手
続
開
始
決
定
年
月
日

令
和
４
年
３
月
１８日
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東

京

都

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

電
話

〇
三（
五
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一
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代
）
郵便番号
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本
号
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円
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箇
月

六
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円
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郵
送
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を
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勝

美

印
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株

式

会

社

東
京
都
文
京
区
白
山
一
丁
目
十
三
番
七
号

電
話

〇
三（
三
八
一
二
）五
二
〇
一（
代
）
郵便番号
１１３―０００１


